
園長便り原稿 

5 月の声を聞くと、ゴールデンウィークでの楽しい思い出と同時に、5 月病と言われている

辛い出来事に思いを馳せる方がおられるのではないでしょうか。5 月病とは、新入社員や大

学に入ったばかりの学生が、新しい環境の変化に適応できなくなり、それがストレスと感じ

て精神的に不安定な状態になってしまうことを言います。この現象は、青年期に見られる特

有の問題であるかのように思われがちですが、あらゆる年代で起こる可能性があるようです。 

 

のび太の経験をお話ししましょう。 

ひとりっ子ののび太は、幼稚園に入るまで、いつも母親と一緒でした。母親とは気が合うし、

母親も明るくしっかりとした性格なので、のび太は母親といれば、いつもとても楽しく過ご

すことができました。 

ところが、のび太が幼稚園に入ったときから母と子の悲劇が始まりました。幼稚園の迎えの

バスに乗るとき、のび太はものすごく心細くなり、母親から離れることができなくなってし

まうのです。母親は、のび太が早く幼稚園に通うことができるようにと、すごくこわい顔し、

おしりを叩かんばかりの勢いで叱りました。結局、のび太は泣きながら、バスに無理やり押

し込まれるような形で幼稚園にいくことになりました。 

 しかし、一度行けば、それで慣れていくだろうという母親の思いは傷つけられてしまいま

した。なぜなら、毎朝、のび太はバスに乗る時母親を困らせ、そして、幼稚園に行っても、

友達とほとんど口もきかず、遊ばす、隅のほうにじっと座ったままでいるからです。 

（「母親に語る「しつけ」の精神分析」より改変） 

 

 この状況を、精神分析の用語では「分離不安」と呼ぶそうです。「分離不安」とは、子供

が片時も離れることができず、親の姿が見えないと異常な不安に襲われる状態を言うそうで

す。言葉を言い換えるならば、「分離不安」とは、大切な人と離れたくない心理が働くこと

であり、孤独を極端に恐れる心理が働いてしまうということです。ですから、「分離不安」

という状態は、誰にでも起こり得る心理なのだそうです。 

 どうすれば、この状況から抜け出すことができるのでしょうか。精神分析学者のボウルヴ

ィは、不安が高まって、一人ぼっちで助けもないと思うと、ふだんの活発さや心がうまく働

かなくなってしまうことを「分離不安」と定義しています。何をすべきかと言うと、この定

義の逆手をとって、「一人ぼっちでも、いつでも助けてくれる人がいる」と言える程の絆を

幼い時から培うことではないでしょうか。お父さん、お母さんがいつも子供の SOS に関心

を持ち、必要な援助をするならば、子供は自然に安心感を培っていくことでしょう。 

 聖書には、人々の SOS に関心を払われ、十字架で人々の必要を答えてくださったイエス・

キリストの言葉が次のように記されています。 

 

「見よ、わたしは世の終りまで、いつもあなたがたと共にいるのである。」 

マタイによる福音書 28：20 

園長 糸数正義 


